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　記念すべき第100号は、特別増大でお届け
いたしました。８年以上にわたる歴史をお感じ
いただけましたでしょうか。
　「教育の小径」、これからも発行を続けてまい
ります。引き続きご愛読のほど、よろしくお願い
いたします。　　　　　　　　　　（Ｆ記）
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●２月は６年生にとって６年間をふり返る重要な時期です。子どもたちに６年間で
大きく成長したことを実感させ、これまでの努力と頑張りに自信をもたせます。
●中学校への進学に対する不安を取り除き、夢と目標と期待をもたせます。学級
の「荒れ」を未然に防止する取り組みも欠かせません。

北 俊夫先生
国士舘大学教授
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６年生への重点指導事項

最後までやり通して
立派な成果をあげる
ことをいいます。有
終とは、終わりを全
うすることや締めく
くりが見事であるこ
とです。

有終の美を飾る
しゅうゆう び かざ

今月のことば今月のことば

山口県の下関では河豚（ふぐ）を「ふ
く」と発音します。「福」と同じ発音
ですから、縁起のよい魚とされていま
す。「ふ（２）」と「く（９）」の語
呂合わせから、昭和５５年に下関ふく
連盟が制定しました。

今月の
記念日 ふくの日

（２月９日）

　まもなく中学校へ進学していく６年
生への指導は、ほかの学年と違い特に
重要な意味をもっています。そのひと
つは６年間の締めくくりをしっかりす
ることです。
　これまでの学習や学校生活をとおし
て、知らなかったことを知るようにな
り、できなかったことができるように
なり、さらにわからなかったことがわ
かるようになりました。頭と心と体の
成長ぶりを具体的にふり返り、達成感
と成就感をもたせます。そしてこれま
での努力と頑張りに自信をもたせます。
　具体的には学習面と生活面に分けて
カードに書き出し、みんなに発表する
場を設けたり、作文に書かせたりする
方法もあります。表現する場を設ける
ことによって、成長の喜びを共有した
り共感したりすることができるからで
す。毎日の「帰りの会」や学校活動な
どの時間を活用するとよいでしょう。
　ここでのポイントは「いろんなこと
ができるようになりました」「小学校
での生活は楽しかったです」などのよ
うに、抽象的なふり返りではなく、成
長の様子を学習や生活場面に即してで
きるだけ具体的に意識させることです。
学校生活で使ってきたノートや作成し

た作品を紹介しながらふり返らせるこ
とも考えられます。
　その際、どうしてここまで成長する
ことができたのかについて深く考えさ
せます。自ら努力しただけでなく、友
だちの協力や教師の指導、保護者の支
えなどがあったことに気づかせます。
周囲の人たちへの感謝の気持ちをもた
せるようにします。

　この時期は、これまでの小学校生活
をふり返るとともに、これからの中学
校での生活や学習に対して、新たな夢
と目標をもたせ期待感を高めます。中
学校での新しい生活に希望をもたせる
ことが何より重要です。
　勉強が難しくなってついていけるだ
ろうか。ほかの小学校から来た友だち
と仲良くなれるだろうかなど、中学校
に進学することに少なからず不安を
もっている子どももいます。
　「中１ギャップ」が課題になってい
ます。中学校になると不登校の生徒数
が急増するというデータがあります。
学校によっては、中学校を訪問して授
業の様子を観察したり中学生と交流し
たりする機会をつくっています。中学
校の教師が小学校に出向いて、６年生
に出前授業を実施することもあります。

小学校と中学校の教師同士が連携し、
子どもたちがスムーズに進学していけ
るようにすることはこの時期の６年生
への重要な指導事項だといえます。

　６年の年度末（卒業の間際）になる
と、学級に規律がなくなり、学級が乱
れてくることがあります。生活にどこ
となく落ち着きがなくなり、学級がざ
わついてくることもあります。これは
「荒れ」の兆候です。
　こうした場面においては、「核」に
なっている子どもが存在していること
もあります。生徒指導の観点から、学
級担任には鋭敏な観察力と十分な指導
が求められます。
　私立などの中学校を受験した子ども
には特に配慮が必要です。合格した子
ども、希望が叶えられなかった子ども
を問わず、心が不安定になっているこ
とがあります。落ち着いて学習できる
よう特に目をかけます。
　トラブルが起きてからどうするかで
はなく、起きないように未然に防止す
ることが何より重要な学級の危機管理
です。学級担任は気を引き締め、緊張
感をもって、子どもの人間関係や言葉
づかい、ふるまい、服装などの小さな
変化を見逃さないようにします。

６年間の成長を確認する

中学校生活への夢と目標を

「荒れ」の未然防止



【平成２０年度】
　　１　・学ぶ意欲をどう育てるか
　　２　・「かかわり合う力」を考える
　　３　・「言語活動」をどう充実させるか
　　４　・「活用力」を育てる
　　５　・「通知表」の役割と書き方
【平成２１年度】
　　６　・授業改善の新しい視点
　　　　　－本年度の重点課題－　　　　　　　　　
　　７　・「判断力」をどう考えるか
　　８　・学校における「食育」のすすめ
　　９　・自由研究できる力を育てる
　１０　・小学校と中学校の連携
　１１　・家庭での生活習慣－どうつけるか－
　１２　・体験活動の意義は何か
　１３　・表現活動と表現力
　１４　・保護者との個人面談－配慮したいこと－
　１５　・伝統や文化に関する教育
　１６　・絶対評価と相対評価
　１７　・先輩教師に学ぼう
【平成２２年度】
　１８　・話し合いをどう組織するか
　１９　・これからの学習評価と指導要録
　２０　・学習計画作成の意義と実際
　２１　・スタディー・ナビゲーターの開発
　２２　・教師の研究と修養
　２３　・「家庭学習ノート」の活用
　２４　・読書する習慣づくり
　２５　・表現活動と学習評価
　２６　・評価規準とそのつくり方
　２７　・教科等における道徳教育
　２８　・外国語活動・推進上の課題
　２９　・「総合的な学習の時間」の総点検
【平成２３年度】
　３０　・学習指導要領の全面実施
　　　　　－実施上の課題の再確認を－
　３１　・ものやお金を大切にする教育
　３２　・「個に応じた指導」の充実とは
　３３　・夏休みを迎える子どもたちに
　３４　・小学校におけるキャリア教育の推進
　３５　・生涯学習と学校教育の役割
　３６　・子ども理解の深め方
　３７　・ものの見方・考え方を考える
　３８　・いま、求められる授業力とは何か
　３９　・「学力とは何か」にどう答えるか
　４０　・「教科書が終わらない」の声
　４１　・１年の締めくくり
　　　　　－子どもたちにどう話すか－
【平成２４年度】
　４２　・新教育課程－２年目を迎えて
　４３　・なぜ「教師間の協力的な指導」なのか
　４４　・梅雨どきの生活指導
　４５　・保護者会・個人面談－話のヒント
　４６　・夏休みをどう活用するか
　４７　・異学年・異校種の交流活動

　４８　・授業における生徒指導
　４９　・なぜ問題解決的な学習なのか
　５０　・保護者からの「クレーム」対応
　５１　・教師の資質能力を考える
　５２　・もうひとつの防災教育
　５３　・自殺の問題を考える
【平成２５年度】
　５４　・年度始めの学級経営
　　　　　－見通しをもって段どりよく－
　５５　・体罰という指導方法はない
　５６　・判断力の指導と評価
　５７　・なぜ子どもを評価するのか
　５８　・教員のメンタルヘルス問題
　５９　・学級担任の危機管理
　６０　・子どもの主体性と教師の指導性
　６１　・教師の言語活動は充実しているか
　６２　・教育遺産の伝達・継承
　６３　・敬語の指導は十分か
　６４　・「博学連携」は進んでいるか
　６５　・関心・意欲・態度とは何か
【平成２６年度】
　６６　・学習指導要領の趣旨の再確認を
　　　　　ー各教科等の課題は何だったのかー
　６７　・保護者会のもち方
　６８　・給食の時間に「心の教育」を
　６９　・学習評価はテストだけで十分か
　７０　・夏休み／子どもとのつながりを
　７１　・交通安全教育の新しい課題
　７２　・「学校図書館」利用の活性化を
　７３　・不登校問題にどう対処するか
　７４　・学習の見通しと振り返り
　７５　・伝統文化教育のアプローチ視点
　７６　・ボトムアップで学校評価を
　７７　・新年度に夢をもたせよう
【平成２７年度】
　７８　・「初等中等教育における教育課程の基準等の
　　　　　在り方について（諮問）」をどう読むか
　７９　・校内研究のテーマ設定
　　　　　ースローガンに終わらせないためにー
　８０　・食物アレルギー問題への対応
　８１　・授業検討会のもち方
　８２　・９月からの教育活動に備えよう
　８３　・社会参画力の育成－社会科だけの課題か
　８４　・自尊心をどう育てるか
　８５　・子どもがつくる授業
　８６　・「保険」についての指導を
　８７　・「東京五輪・パラリンピック」－学校の役割
　８８　・アクティブ・ラーニングとは何か
　８９　・児童指導要録の活用
【平成２８年度】
　９０　・次期学習指導要領改訂の方向性
　　　　　－中央教育審議会教育課程企画特別部会
　　　　　「論点整理」からー
　９１　・授業参観日にどう備えるか
　９２　・教員のコンプライアンス
　９３　・夏の自由研究－指導のヒント－
　９４　・コミュニティ・スクールのいま
　９５　・「教科書を」か、「教科書で」か
　９６　・社会科見学を効果的に
　９７　・自学力と共学力
　９８　・教師の生き方－オンとオフ－
　９９　・表現力とは何か－指導のヒント
１００　・６年生への重点指導事項
　※毎年度の４月号は４ページ立てです。

「役立つ教育情報」のテーマ一覧

「教育の小径」は、本号で１００号を迎えました。
 １面ではその折々に役立つ教育情報を多方面にわ
たって提供してきました。これまでに取り上げた
テーマを紹介します。



○教科のまど（１～３６号）
　各教科・領域における個別的な課
題を取り上げました。

○教えて！ 北先生（３７～６０号）
　学習や生活につまずきがちな子ど
もへの対応の仕方について、そのヒ
ントを示しました。

○保護者会で使える話題（６１～９６号）
　保護者会で話題にしたい子どもを
育てるポイントを紹介しました。

○学校の危機管理（９７～継続中）
　学校で遭遇するさまざまな危機的
な状況にどう対処するか。学校にお
ける危機管理のあり方について具体
的な場面をもとに解説しています。

　　　　　　＊　　　　＊
○授業のスキル・アップ（１～３６号）

　授業力向上を目指して、授業を構
成するさまざまな要素について解説
しました。

○北先生の授業力向上術
（３７～６０号）

　前半では筆者が体験してきた授業
力向上の具体策について、後半では
問題解決的な学習に焦点を当てて授
業づくりのポイントを示しました。

○北俊夫の「３．１１」体験談
（６１～７２号）

　東日本大震災の当日、筆者が時間
の経過とともに直接体験したことを
紹介しました。

○ものの見方・考え方とは何か
（７３～９６号）

　ものを見たり考えたりするときに
必要となる２４の視点や方法を紹介
しました。

○研究授業の目－１２のポイント
（９７～継続中）

　研究授業で、参観者はどこを見て
いるかを解説しています。研究授業
を実施する際に参考にしていただき
たいと思っています。

　　　　　　＊　　　　＊
○教育キーワード（１～３６号）

　主要な教育用語を解説しました。
○教育の動向（３７～継続中）

　その時々の教育を巡る動向、文部
科学省などから発信された情報をワ
ンポイントで紹介しています。

　「教育の小径」発行のきっかけを
作ってくださったのは、現在、文渓堂
の相談役を勤めておられる川元行雄氏
です。「先生方に教育の動向に関する
情報を提供したい。できればリーフ
レットのような手軽に読めるものがよ
い」のひとことでした。当時（平成
２０年度）使用していた手帳には、７
月２８日（月）の欄に国士舘大学の研
究室でお会いしたことが記録されてい
ます。創刊号から編集を担当された近
藤哲生氏もご一緒でした。近藤氏は当
時営業企画を担当していました。
　「手軽に」とは短時間に読めるもの
で、分量はＡ４版の表と裏です。およ
そのレイアウトはその場ですぐに決ま
りました。イメージが共有されていた
からでしょう。ああだこうだと頭を悩
ませるようなことはありませんでした。
「教育の小径」は一瞬のうちに企画さ
れたものです。
　その後、私のほうで１年間の計画を
作成し了解を得ました。創刊号は１１
月とし、さっそく執筆に取りかかりま
した。当初は取り敢えず１年間継続す
るつもりでスタートしました。
　標題は、当初「花壇」という案でし
た。１～３６号に毎月「今月の花」の
記事があるのは、その名ごりでもあり
ます。その後「教育の小径」に決まり
ました。１面の上部はいまも小道をイ
メージしたイラストになっています。

　執筆に当たってもっとも苦労してい
ることは、新鮮な教育情報を収集する
ことです。入ってくる情報もあります
が、自ら追い求めなければ入手できな
い情報もあります。
　８月に入ると、１１月から１年間の
テーマを設定します。現場のニーズや
指導の悩みに応えられるように、また
できるだけ重複が無いように心掛けま
した。さきに紹介した、１面の「役立
つ教育情報」のテーマ一覧を見ると、
同じものが二つと無いことに気づきま
す。テーマはこれまで「不易と流行」
の原則に立って、時代が変わっても大
事にしたいことと、時代の変化に伴っ
て新たに重視したいことの両者を重視
してきました。
　また、どのような立場の方々に読ん
でいただくかということも意識してき
ました。校長先生、中堅の先生、若い
先生など、テーマによって対象を意識
しながら執筆することもありました。
そのうち、若い先生方に理解できるよ
うに分かりやすく書くことによって、
いずれの先生方にも伝わるのではない

かと考えることもありました。
　原稿は、編集と校正などを見越して
早めに仕上げるようにしています。そ
のため、発行の時期になると、内容に
変更が生じることもありました。急遽
新しい原稿に差し替え、編集者の手を
煩わせたこともあります。
　毎年４月号は４ページ立てで構成し
てきました。年度を見通して重要な課
題を取り上げて解説してきました。そ
の多くは、学習指導要領に関すること
です。何をテーマにするか。毎年執筆
の時期が近づくと頭を悩ませます。
　学校や研究会などに伺ったとき、先
生方から「『教育の小径』を毎回読ん
でいます。１号からすべてファイルし
ています」と言われたときは嬉しくな
ります。その瞬間、これまでの苦労が
吹っ飛んでしまいます。私はすかさず
「内容は参考になっていますか」と問
い返すことにしています。
　反響があると、それが新たなアイデ
アを生み出す原動力になります。執筆
への励みにもなります。

　「教育の小径」を執筆していていつ
も考えていることは、私自身が先輩の
先生方をはじめ、大勢の方々から教え
ていただいたこと、これまでの経験で
学んだことなど、優れた教育の文化遺
産を伝達したいということです。
　最近、地域によっては若い先生が増
えています。指導力の習得をゼロから
出発するのではなく、これまでの優れ
た教育技術に学んでほしいと願ってい
ます。そのほうが少しでも早く、少な
い苦労で大切なことを身につけること
ができるからです。先生方の教育指導
に当たって、役立つ教育情報を提供し、
先生方のお仕事を側面からサポートし
たい。これが「教育の小径」に託して
いる私の夢です。
　これまでの「教育の小径」のバック
ナンバーは、「ぶんけい教育の小径」
で検索すると、いつでも見ることがで
きるようになっています。興味をもた
れたテーマがありましたら、これまで
の「教育の小径」にも目を通していた
だけると幸いです。
　「教育の小径」を一人でも大勢の先
生方に読んでいただくことを心から
願っています。今後とも、ご指導とご
支援をいただきたいと願っています。
また、取り上げてほしいテーマや内容
がありましたら、担当者までお知らせ
いただけるとありがたいです。

　「教育の小径」では、テーマをも
とにシリーズで執筆してきた記事が
あります。以下、これまで取り上
げてきたテーマとその趣旨です。
（　）内は取り上げた号数です。
現在、継続中のものもあります。

「教育の小径」誕生秘話

苦労してきたこと

「教育の小径」への夢

執筆者からのひとこと
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　記念すべき第100号は、特別増大でお届け
いたしました。８年以上にわたる歴史をお感じ
いただけましたでしょうか。
　「教育の小径」、これからも発行を続けてまい
ります。引き続きご愛読のほど、よろしくお願い
いたします。　　　　　　　　　　（Ｆ記）
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●２月は６年生にとって６年間をふり返る重要な時期です。子どもたちに６年間で
大きく成長したことを実感させ、これまでの努力と頑張りに自信をもたせます。
●中学校への進学に対する不安を取り除き、夢と目標と期待をもたせます。学級
の「荒れ」を未然に防止する取り組みも欠かせません。

北 俊夫先生
国士舘大学教授

No.100
2月号
2017  February

６年生への重点指導事項

最後までやり通して
立派な成果をあげる
ことをいいます。有
終とは、終わりを全
うすることや締めく
くりが見事であるこ
とです。

有終の美を飾る
しゅうゆう び かざ

今月のことば今月のことば

山口県の下関では河豚（ふぐ）を「ふ
く」と発音します。「福」と同じ発音
ですから、縁起のよい魚とされていま
す。「ふ（２）」と「く（９）」の語
呂合わせから、昭和５５年に下関ふく
連盟が制定しました。

今月の
記念日 ふくの日

（２月９日）

　授業は１時間１時間が独立している
のではありません。前時の学習との関
わりがあり、次時の学習につながって
いるものです。子どもたちが前時まで
に習得した知識や技能、見方や考え方
などを生かしながら本時の学習を深め
ることは重要な学習の仕方です。
　例えば算数では台形の面積を求める
公式を導き出すとき、子どもから次の
ような発言を聞くことがあります。学
習成果を生かしている発言です。
　「台形を二つの三角形に分けると、
三角形の面積を出す公式を使って求め
ることができます。」
　また、次のように算数で学んだこと
を社会科のグラフの読み取りの場面で
生かしている発言もあります。
　「算数ではグラフの読み取り方につ

いて、全体の傾向をとらえることの大
切さを学びました。これを生かすと、
○○市の人口は増えているのに、ゴミ
の量は逆に減っていることがわかりま
す。どうしてかなと思いました。」
　この発言はグラフの読み取りをとお
して新たな疑問に気づいています。
　研究授業などを参観していて、その
教科で学んだことだけでなく、ほかの
教科で学んだことを生かしながら学習
している姿に接すると、学習に深まり
を感じます。と同時に、子どものなか
に「学びのネットワーク」が張りめぐ
らされているように思います。
　こうした発言が授業のなかで出され
るようにするには、教師自身が教科間
の関連を意識していることが不可欠で
す。教師が「指導のネットワーク力」
を発揮することによって、学習成果を
生かす子どもが育っていきます。

　２月に入ると、各学校では来年度の
教育課程の編成作業に入ることでしょ
う。学校行事を年間の計画にどう位置
づけるかということも課題になります。
例えば運動会の時期です。
　ＮＨＫは本年度の運動会の開催時期
を調査しました。東京の２３区と政令
指定都市の約３７００校を対象にした
ものです。それによると、昨年の５月
から６月に実施した小学校が約６６％
だったといいます。３校のうち２校は
春に行ったことになります。運動会と
いえば秋の季語ですが、いまでは春の
実施が一般的になってきたようです。

　理由にはいくつか考えられます。秋
には運動会のほかに、修学旅行や音楽
会、展覧会など大きな学校行事が集中
しています。行事の分散化があげられ
ます。また、近年９月から１０月にか
けての時期は地球温暖化の影響でしょ
うか。厳しい残暑が続くようになりま
した。熱中症になることを避けるため
に春に移行したようです。
　運動会を春に実施した場合、４月に
入学したばかりの１年生が集団行動に
十分慣れていないという課題がありま
す。６年生が最高学年としての自覚や
責任ある行動がまだ備わっていないと
いう指摘もあります。いずれも子ども
の実態を踏まえたものです。
　運動会の時期については多方面から
検討し、総合的に判断したいものです。

　日々の授業や教育活動を計画的に行
うためには、少なくとも週単位の指導
計画を作成します。それを管理職に提
出することにより、計画の内容を管理
職と共有し、必要に応じて指導や助言
を受けることができます。
　学級担任が週案を作成し、管理職に
提出することには、危機管理の観点か
ら次のような意義があります。事例を
とおして考えます。
　ある保護者から「わが子が交通事故
に遭ったのは、学校で交通安全教育を
行っていなかったからだ」という訴え
がありました。ところが、その子ども
の学級担任は、週案に交通安全指導を
行った事実を記載していました。校長
の検印もありました。このことが動か
ぬ証拠となって、保護者の訴えは退け
られました。
　理科の時間に水素を取り出す実験中
フラスコが割れ、子どもがけがをしま
した。担任の責任が問われました。し
かし、授業の概要が書かれた週案に校
長の検印があったことから、管理職は
共に問題の解決に当たってくれました。
　忙しさに追われて、週案を作成する
ことがつい疎かになりがちです。管理
職に提出することを躊躇する傾向があ
るかもしれません。週案を作成し、管
理職に提出することには教育活動を計
画的に実施し、教育効果を高めるとい
う本来の役割とともに、事故の発生な
ど万が一のときには身を守る重要な役
割を発揮します。
　忙しい毎日ですが、授業の事前に週
案を作成します。指導において一部又
はすべてが変更された場合には修正し
ておきます。計画とともに指導の結果
を記録に残す習慣をつけたいものです。
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週案作成と届け出の意義

学習成果を生かしているか

運動会の時期


